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ージでのアンケートなど、市民・市職員
た。選考には多くの皆さんにご協力いた
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【
１
月
】
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２
月
】

◇
夕
日
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丘
に
大
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商
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施

設
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【
３
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◇
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ま
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に
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２
台
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追
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◇
美
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【
４
月
】

◇
桜
ま
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◇
米
子
市
ク
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ー
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ン
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へ
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【
６
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＆
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【
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港
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◇
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主
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事

　
　

主
な
出
来
事

( 平成 28 年 12 月 2日現在・順不同 )

☆ＪＲ境港駅前に待望のホテルが

　　　　　　　　　グランドオープン（２月）

　ＪＲ境港駅前に待望のホテルがオープンし

ました。今後、水木しげるロードではリニュー

アル計画も進み、通過型観光地から滞在型観

光地としての発展が期待されます。

☆境高等学校硬式野球部が夏の甲子園に出場（８月）

　境高硬式野球部が激戦の県大会を勝ち抜

き、９年ぶり８度目となる夏の甲子園出場を

果たしました。高知代表の明徳義塾高校に惜

敗したものの、感動を届けてくれました。

☆水木しげる先生を偲ぶ会を開催（３月）

　平成２７年１１月に亡くなられた水木しげ

る先生の生誕日でもある３月８日に『水木し

げる先生を偲ぶ会』が開催され、全国のファ

ンや市民が集まりました。

☆米子鬼太郎空港に米子－香港路線が運航開始

　　　　　　＆ソウル便がＬＣＣ化（９、１０月）

　米子鬼太郎空港に新たな国際路線となる香

港便が９月に就航し、世界への道が広がりま

した。また、ソウル便の運航が１０月からア

シアナ航空から、格安航空会社のエアソウル

に変わりました。

☆セーリング(レーザー級)世界選手権

　　　　平成３１年の開催地が境港に決定（１１月）

　平成３１年のセーリング（レーザー級）世

界選手権が、境港で開催されることが決定し

ました。この大会は、東京オリンピックの予

選会も兼ねた重要な大会でもあります。
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　公民館や市民活動センター、ホームペ　
あわせて１４１人で選考し、決定しまし　
だき、ありがとうございました。

10大  ニ ュ ー ス10大  
平成２８年境 港市の平成２８年境 
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と
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Ｐ
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９
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０
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６
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タ
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６

【
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◇
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】
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育
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設
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ど
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☆水木しげるロードの入り込み客数が回復し、

　　　　　　　累計３，０００万人を突破（年間）

　水木しげるロードの入り込み客数が２００万

人台に回復し、５月には累計で３，０００万人

を突破しました。これを記念してセレモニー（６

月）や鬼太郎祭（８月）などが開催されました。

☆第４期中村市政スタート（７月）

　任期満了に伴う、境港市長選挙において、

中村市長が再選し、４期目の市政を担うこと

になりました。

☆クルーズ船寄港数が今年も記録更新し、

　　　　　　　　過去最大の３３回に（年間）

　昨年は、１２隻のクルーズ船が合計３３回

寄港し、寄港数の記録を更新しました。また、

今年はすでに昨年以上の寄港数が予定されて

います。

☆境港市制が６０周年を迎え、

　　　　　　　　記念事業などを開催（年間）

　昭和３１年に境港市が誕生して６０年を迎

えました。記念事業として、記念式典（１１

月）や南極観測船しらせの寄港（９月）など

のイベントが開催されました。

☆鳥取県中部地震が発生し、境港でも震度４

　　　　　　　　・被災地へ職員を派遣（１０月）

　１０月２１日に発生した鳥取県中部地震で

は、県中部に甚大な被害をもたらしました。

境港市でも震度４の揺れを観測し、市職員の

派遣を行うなど、被災地支援を行いました。

被災した倉吉白壁土蔵群（写真提供：倉吉市）
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申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

　

 
還
付
申
告
の
受
付
は

　
　
　

2
月
１
日(

水)

か
ら 

行
い
ま
す

　

市
で
は
、
還
付
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告
相

談
を
２
月
１
日
（
水
）
か
ら
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
始
ま
る
２
月
16
日
（
木
）
以
降
は

大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
還
付
申
告
（
所
得
税
）

　

給
与
や
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

額
が
、
本
来
課
税
さ
れ
る
額
よ
り
も
多
い
人
や
、

多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
（
医
療
費
控
除
）、

住
宅
取
得
や
一
定
の
増
改
築
の
た
め
に
金
融
機
関

か
ら
借
り
た
借
入
金
残
高
が
あ
る
人
（
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
）
な
ど
は
申
告
に
よ
り
、
納
め
過

ぎ
の
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
米
子
税
務
署
で
の
還
付
申
告
の
受
付
は

既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
市
に
住
所
が
あ
る

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。（
市
・
県
民
税
に
つ
い

て
は
、
申
告
不
要
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
不
要
で
す
。

　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

　

②
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る
人

　

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

※
申
告
の
必
要
が
な
い
②
、
③
の
人
で
も
、「
源

泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
控

除
を
受
け
る
場
合
に
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

所
得
証
明
書
等
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険
税
の
判

定
な
ど
に
影
響
が
あ
る
た
め
、申
告
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
へ
の

　

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載
等
に
つ
い
て

①
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
載

　

平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
、
申
告
者
本
人
や
控

　

除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者
の

　

個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
。

②
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

個
人
番
号
記
載
の
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に

は
、
個
人
番
号
を
確
認
で
き
る
通
知
カ
ー
ド

等
以
外
に
、
申
告
者
本
人
の
本
人
確
認
書
類

の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
、
事
業
専
従
者

の
本
人
確
認
書
類
は
不
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の
確
定

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
そ
の
ま
ま
提

出
で
き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ

   h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp
/

申 告 に 必 要 な も の申 告 に 必 要 な も の
□ 印章（スタンプ印は不可）
□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付の場合）
□ 個人番号が確認できる個人番号カードや通知カードなど
□ 本人確認書類またはその写し（個人番号カード、運転免許証、保険証など）
□ 所得額が分かるもの
　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細が分かるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）

　　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など

□ 控除額が分かるもの
　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額が分かるもの

　　※国民健康保険税や介護保険料などの納付額が領収書や口座振替している通帳

　　　で確認できる場合、納付額確認書類などを持参、添付する必要はありません。

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）控除証

　　　明書」の添付が必ず必要です。

　③本人および控除対象配偶者、扶養親族で障害者控除を受ける人

　　⇒　障害者手帳、療育手帳など

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄附金の内容がわかる領収書など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　  　ふるさと納税ワンストップ特例では、原則、申告不要で寄附金税額特別控

　　  除（住民税）が受けられます。申告書を提出すると、特例申請は無効となり

　　  ますので、必ず特例分を含めた全ての寄附金の証明書をご持参ください。

　⑤医療費控除を受ける人（左ページ参照）

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人（左ページ参照）　

【と　き】

　２月１日（水）～３月１５日（水）

　◇受付

　　午前８時３０分～午後４時

　◇申告相談

　　午前９時～正午

　　午後１時～５時

　　※土・日・祝日は休み

【ところ】

　市民会館第１会議室（２階）

※受付順に申告相談を行います。混

み合う際は長時間お待ちいただく場

合があります。

▼問い合わせ先

◇米子税務署　

　（☎３２－４１２１）

◇税務課市民税係

　（☎４７－１０１７）
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　昨年中に、本人や家族が病気やけがなど

で治療を受けた際に支払った医療費は、右

図の計算方法で、医療費控除として所得か

ら差し引かれます。

◎

対象となる主なもの

◇医師や歯科医師による診療・治療の費用

◇入院費（食事代を含む）

◇治療・療養に必要な医薬品の購入費

◇医師の処方に基づく治療のためのマッサージ、指圧、は

　り、きゅう、柔道整復による施術費

◇主治医の証明を受けた介護用おむつの購入費

◇介護保険サービスを利用した場合の領収書に記載されて

　いる医療費控除相当分（医療費控除対象金額の記載のあ

　る領収書が必要）

◎

対象とならない主なもの

◇インフルエンザ等の予防接種の費用

◇美容整形の費用

◇疾病予防、健康増進のための医薬品の購入費

◇通院のための自動車のガソリン代、駐車料金

▲

必要な書類

◇医療費の領収書

◇保険金等で補てんされる金額の分かるもの

※寝たきり等で介護用おむつの購入費を申告する場合は、

「おむつ使用証明書」も必要です。

▲

申告の際の注意

　医療費控除を受けるには、治療を受けた人ごとの病院別

に集計した明細書（様式は問いません）が必要です。

　明細書を記入する際は、保険金などで補てんされる金額

を忘れずに記入してください。まだ受け取っていない保険

金などがある場合は、予定額を記入してください。

　領収書の返却を希望する場合は、後日返却となりますの

で、その旨明記してください。郵送希望の人は返信用封筒

（切手付）も必要です。なお、市民会館の申告相談で「市・

県民税申告」をされる場合には、その場で返却します。

　住宅ローン等を利用して住宅を新築や購入、増改築など

をした場合、次の要件をすべて満たすと、住宅借入金等特

別控除を受けることができます。

▲

要件

◇住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き入居している

◇床面積が５０平方㍍以上の家屋

◇家屋の床面積の半分以上を自ら住むために使用している

◇新築等のための返済期間が１０年以上となる借入金（家屋

　とともに取得した住宅敷地用土地の借入金も含む）がある

◇合計所得金額が３千万円以下の人

◇入居した年または前後２年以内の間に「居住用財産の譲

　渡所得の課税の特例」などの特例を受けていない

◇増改築などの工事の場合、工事費用が１００万円を超え

　るもの

▲

必要な書類

◇住民票の写し（原本）

　※平成２８年１月１日以降に居住を開始した場合は不要

◇家屋、土地（家屋とともに土地を取得した場合）の登記簿

　謄本

◇借入金の年末残高等証明書

◇請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床面積・

　取得価格が分かる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し

◇補助金等がある場合、補助金等の額または住宅取得資金

　の贈与を受けた額がわかるものの写し

◇増改築の場合は、建築確認済証・検査済証の写しまたは

　建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書

住宅借入金等特別控除住宅借入金等特別控除
◎住宅に関するその他の特別控除

　次の控除を受ける場合は左記要件と異なるものがあ

りますので、事前に米子税務署で要件や必要書類等を

ご確認ください。

◇バリアフリー改修工事、省エネ改修工事に係る特定

　増改築等住宅借入金等特別控除

◇認定長期優良住宅、認定低炭素住宅の新築等に係る

　借入金等特別控除

◇住宅耐震改修特別控除

◇住宅特定改修特別税額控除

◇認定長期優良住宅新築等特別税額控除

◎市・県民税の住宅借入金等特別税額控除

　平成13年1月1日から平成18年12月31日、平

成21年1月1日から平成28年12月31日までの間

に居住し、所得税の住宅借入金等特別控除を受けた人

で、所得税から控除しきれなかった金額がある場合は、

次のいずれかのうち少額のものが翌年度の市・県民税

に住宅借入金等特別控除として適用されます。

◇所得税の住宅借入金等特別控除可能額のうち所得税

　から控除しきれなかった額

◇所得税の課税総所得金額等の額の５％（居住開始日

　が平成26年 3月末まで：最高97,500円）、また

　は７％（居住開始日が平成26年 4月以降：最高

　136,500円）

平成28年中

に支払った

医療費

保険金などで補

てんされる金額

（※１）

10万円または

所得金額の５％

（少ない額）

医療費控除額

（最高200万円）

※１．健康保険などから支給を受ける高額療養費や出産育児一時金、

　　　生命保険の医療保険金や入院給付金など

計算方法

－ ＝－

医 療 費 控 除医 療 費 控 除
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平成２９年分確定申告等から

スイッチＯＴＣ薬控除が創設されます

～スイッチＯＴＣ薬控除 Ｑ＆Ａ～

Q.　対象医薬品はどんなものですか。

A.　医師により処方される医療用医薬品から、薬局やドラッグストア等で購入できるＯＴＣ医薬品に転用された医薬品です。

　　対象となる医薬品（約１５００品目）は、厚生労働省のホームページで掲載しているほか、一部製品については、関係

　団体による自主的な取り組みにより、対象医薬品であることを示す識別マークが掲載されています。

　＜厚生労働省ホームページ＞http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124853.html

Q.　スイッチＯＴＣ薬控除（医療費控除の特例）の申告はいつ、どのように行えばいいですか。

A.　スイッチＯＴＣ薬控除は平成２９年分以降の申告が対象となります。平成３０年２月から３月中旬の定められた申告期

　間に、確定申告（平成２９年分）か市民税県民税の申告（平成３０年度）を行う必要があります。

　　また、この特例の適用を受ける場合は、特定一般用医薬品等購入費に係る領収書（特定一般用医薬品等に該当する

　ものの金額が明らかにされているものに限る。）のほか、その年中に特定健康診査、予防接種、定期健康診断、がん検

　診など特定の取組を行ったことを明らかにする書類を確定申告書に添付等する必要があります。

　　確定申告に関する詳細は、管轄の税務署にお尋ねください。

Q.　従来の医療費控除との関係はどうなっていますか。

A.　スイッチＯＴＣ薬控除による所得控除と、従来の医療費控除を同時に利用することはできません。

　　購入した医薬品の代金に係る医療費について、どちらの控除を適用するか、対象者ご自身で選択することになります。

【問い合わせ先】

　◇市県民税に関すること　税務課市民税係（☎４７－１０１７）

　◇確定申告に関すること　米子税務署　　 （☎３２－４１２１）

スイッチＯＴＣ薬控除のイメージ

★スイッチＯＴＣ薬とは

　ＯＴＣ薬とは、病院で処方箋を受けずに薬局やドラッグストアで入手することができる「要指導医薬品」と「一般

用医薬品」のことです。スイッチＯＴＣ薬とは、医療用医薬品として用いられていた有効成分を一般用医薬品として

使用できるようにスイッチした（切替えた）ものです。

★スイッチＯＴＣ薬控除について

　平成２８年度税制改正により、「スイッチOTC薬の所得控除（特定一般用医薬品等購入費を支払った場合の医療

費控除の特例）」が創設されました。

　これは、今年１月１日以降 の１年間（１月１日～１２月３１日）に世帯で購入したスイッチＯＴＣ薬の購入
額が合計１２，０００円を超える場合に、８８，０００円を限度に総所得金額から控除するというものです（購入額

１０万円を限度に、購入額から１２，０００円を引いた額）。この特例の適用を受けるには、購入するものが対象とな

る医薬品に該当すること、健康維持増進や疾病の予防のため、一定の取組をしていることが必要条件となります。

市報さかいみなと　6



　渡町など、下記の工事箇所で下水道工事を行っています。県道米子境港線 ( 通称：天
皇道路 ) などで、交通渋滞の発生が予想されます。
　通行されている皆さんには、大変ご不便をお掛けしますが、ご理解いただきますよう
お願いします。

▼終了予定
　主な工事箇所の①②は３月末、③は６月頃、④は５月頃、⑤は９月頃、その他は３月末

▼作業時間
　⑤の県道区間は夜間の予定
　その他の工事箇所は午前８時３０分～午後５時

▼交通規制（作業時）
　県道では車両片側交互通行、その他は車両通行止め
　※作業時間以外は交通規制を解除します。
　※工事範囲は３０ｍ程度で移動します。

                                                            ▼問い合わせ先
　                                                            下水道課計画整備係（☎４７－１１１７）

  

 

 

 

 

 
 

 

下 水 道 工 事 の
交　通　規　制

7　平成２９年１月



市

政

概

要

報

告 

平
成
28
年
度
の
財
政
見
通
し
と

平
成
29
年
度
予
算
編
成
方
針

　

は
じ
め
に
、
本
年
度
の
財
政
見
通
し

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
一
般
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
お
よ

び
地
方
交
付
税
そ
れ
ぞ
れ
当
初
予
算
額

を
確
保
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
一
般
財
源
に
、
国
・
県
支
出
金

な
ど
の
特
定
財
源
を
加
え
た
総
額
も
、

概
ね
確
保
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

う
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
に
加
え
、

公
共
施
設
等
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
も
更
新

の
時
期
を
迎
え
て
い
る
ほ
か
、
仮
称
・

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
大
型
事
業

も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
も
の
と
考

え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
規
律
あ
る
財

政
運
営
に
徹
し
な
が
ら
、
財
源
配
分
の

重
点
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
策
定
い
た
し
ま

し
た
境
港
市
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
圏

域
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
口
減

少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
現
在
策
定
中
の
境
港
市
ま
ち

づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
と
連
動
性
の
あ
る

予
算
編
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。連

携
強
化
に
よ
る
一
体
的
発
展

　

本
年
度
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
市
長
会
で
は
、
環
日
本
海
国
際
フ
ェ

リ
ー
の
運
航
支
援
や
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄

港
時
の
お
も
て
な
し
な
ど
に
加
え
、
圏

域
の
官
民
組
織
連
携
の
も
と
に
、
山
陰

が
誇
る
「
い
い
も
の
」
を
再
発
掘
し
そ

の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る
山
陰
い
い

も
の
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
３
大
都
市
圏

で
の
圏
域
Ｐ
Ｒ
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

な
ど
に
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
組

織
の
設
立
に
向
け
て
、
関
係
団
体
と
の

協
議
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

　

本
市
の
今
後
５
年
間
の
市
政
運
営
の

大
き
な
方
向
性
を
定
め
る
境
港
市
ま
ち

づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
き
ま

し
て
は
、
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
や
将

来
都
市
像
、
ま
た
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
基
本
目
標
な
ど
に
つ
い
て
ご
審

議
い
た
だ
き
、
11
月
に
総
合
プ
ラ
ン
の

案
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
市
議
会
で
も
こ
の
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
年
内
に
は
策
定

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
１
月

か
ら
10
月
末
ま
で
に
境
さ
か
い
こ
う港

・
東ト

ン

ヘ海
間

を
43
往
復
運
航
し
、
旅
客
数
は
、
約

２
万
５
３
０
０
人
で
、
前
年
比
１
１
５

％
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
最
高
を
記
録

し
た
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
好
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
境
港
発
着
の
貨
物
量
は
、
10

月
末
時
点
で
約
４
１
０
０
ト
ン
で
、
ほ

ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

境
さ
か
い
こ
う港

の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

境
港
貿
易
振
興
会
が
８
月
に
大
阪
で
境

港
利
用
促
進
懇
談
会
を
、
11
月
に
出
雲

で
山
陰
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
出
雲
で
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
浜
田
港

振
興
会
と
合
同
で
開
催
し
、
山
陰
の
２

つ
の
港
の
一
体
的
な
活
用
を
圏
域
の
企

業
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
、
韓
国
東ト
ン
ヘ海

市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
22
回
環
日
本
海
拠
点
都
市

会
議
で
は
、
参
加
都
市
相
互
の
信
頼
関

係
を
育
む
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
経
済

交
流
の
拡
大
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。

観

光

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
お
け
る
観
光

客
の
入
り
込
み
は
好
調
を
維
持
し
て
お

り
、
年
間
２
０
０
万
人
の
目
標
を
11
月

20
日
に
達
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水
木
し
げ
る
記
念
館
に
お
き
ま
し
て
も
、

年
間
入
館
者
数
が
２
年
ぶ
り
に
20
万
人

を
突
破
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

９
月
10
日
、
11
日
に
は
、
妖
怪
文
化

の
普
及
に
貢
献
し
た
地
域
と
し
て
怪
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
都
市
の
あ
る
鳥
取
県
、

岩
手
県
、
徳
島
県
の
主
催
に
よ
る
怪
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
本
市
の
妖
怪
文
化

を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
い
た
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
原
動
機
付
自
転
車
に
導
入
し
、
水

木
先
生
の
命
日
と
な
る
11
月
30
日
か
ら

交
付
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
、
境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
回
数
は
、
33
回
を
数
え
、
昨
年
の

23
回
か
ら
大
き
く
増
加
し
、
約
４
万
人

も
の
お
客
様
に
山
陰
両
県
の
観
光
地
を

訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
き
ま
し
て
は
、

香
港
便
が
９
月
に
就
航
し
、
山
陰
か
ら

世
界
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
ま
た
ひ
と
つ
拡

が
り
ま
し
た
。
10
月
か
ら
エ
ア
ソ
ウ
ル

社
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
ソ
ウ
ル
便
と
と

も
に
、
一
層
の
路
線
の
活
性
化
と
利
用

促
進
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

　

境
漁
港
に
お
け
る
本
年
１
月
か
ら
10

月
末
ま
で
の
水
揚
量
は
、
８
万
６
千
ト

ン
余
で
、
前
年
比
86
％
と
下
回
っ
た
も

の
の
、
水
揚
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
５
５
億
８
千
万
円
余
で
、
ほ
ぼ
前
年

並
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁
港
・

市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

岸
壁
の
水
深
を
深
く
す
る
増
深
工
事
や

３
号
上
屋
の
南
側
の
改
築
工
事
、
ト
ラ

ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
の
新
築
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
く
り
育
て
る
漁
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
沖
合
で
の
大
規
模
養
殖
を
可
能
と

す
る
自
動
給
餌
施
設
が
完
成
し
、
美
保

湾
の
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
場
に
て
実
証
試
験

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 
月
定
例
市
議
会
報
告

　

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
か
ら
市
政
概
要
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

12

環

日

本

海

交

流

ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン

水

産

業
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魚
食
普
及
に
つ
き
ま
し
て
は
、
境
漁

港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
の
調
理
法
を
紹

介
し
た
冊
子
「
お
魚
の
プ
ロ
が
教
え
て

く
れ
る
境
港
の
カ
ン
タ
ン
時
短
お
魚
レ

シ
ピ
」
を
９
月
に
境
港
市
産
地
協
議
会

が
３
千
冊
発
行
し
、
魚
食
普
及
、
水
産

振
興
に
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。農

業

　

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
農
地
利
用
状

況
調
査
の
ほ
か
再
生
利
用
に
適
し
た
農

地
の
選
定
作
業
や
、
担
い
手
農
家
を
対

象
に
農
地
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

本
年
度
中
に
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

再
生
事
業
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

伯
州
綿
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外

部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
へ
い
し
、
組
織

の
見
直
し
や
拠
点
施
設
の
必
要
性
な
ど
、

貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
提
言
を
今
後
の
事
業
展
開

に
生
か
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
き
ま
し
て

は
、
伯
州
綿
を
活
用
し
た
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
の
開
発
・
販
売
、
市
内
小
学
校
で
の

和
紙
づ
く
り
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
地
域
お
こ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
な
ど
、
伯
州
綿
を
通
じ
て
多

く
の
人
々
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
積

極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

商

工

業

　

企
業
立
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
魚
介

ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
を
製
造
す
る
Ｊ
Ｐ
Ｓ

株
式
会
社
、
小
型
風
力
発
電
機
を
製
造

す
る
株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
エ
ナ
ジ

ー
・
テ
ク
ニ
カ
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
来
年

６
月
の
操
業
開
始
に
向
け
て
、
準
備
を

進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
株
式

会
社
に
お
き
ま
し
て
、
商
品
の
増
産
と

本
社
研
究
開
発
機
能
の
一
部
を
移
転
す

る
た
め
の
新
工
場
が
10
月
に
完
成
し
ま

し
た
。
今
後
、
順
次
新
工
場
で
の
操
業

を
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥
取

県
西
部
創
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支

援
を
受
け
た
特
定
創
業
支
援
認
定
者
５

人
が
、
市
内
で
小
売
業
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
業
を
開
業
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
明
け
よ
り

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
移
転
な
ど
の
準
備
工
事

に
着
手
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
11
月

か
ら
、
地
元
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
様
に
対
し
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
施
工
計
画
に
基
づ
い
た
説
明
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
工

事
に
よ
る
観
光
客
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
留
め
る
た
め
、
可
能
な
限
り
速
や
か

に
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
集
客
策
を

講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
設
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
ス
ポ
ン

サ
ー
全
国
公
募
に
つ
き
ま
し
て
は
、
18

体
の
公
募
に
対
し
、
１
カ
月
間
で
10
体

の
ご
応
募
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
来
年

度
当
初
に
お
披
露
目
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
渡
漁
港
の
移
設

と
堤
防
整
備
の
完
成
を
受
け
、
８
月
に

旧
漁
港
の
埋
立
て
に
着
手
し
ま
し
た
。

工
事
は
順
調
に
進
捗
し
、
予
定
通
り
本

年
度
中
の
完
成
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

漁
港
周
辺
の
道
路
整
備
に
伴
う
樋
門

改
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交

通
省
へ
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
す
る

予
定
で
し
た
が
、
財
源
の
一
部
と
し
て

見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
国
の
交
付
金
が

要
望
額
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、

や
む
な
く
交
付
金
の
繰
り
越
し
手
続
を

行
い
、
新
年
度
交
付
金
と
合
わ
せ
来
年

度
に
事
業
委
託
す
る
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

港
湾
整
備
と
新
規
航
路
の
開
設

　

ふ
頭
用
地
不
足
を
解
消
し
、
効
率
的

な
貨
物
輸
送
や
荷
役
作
業
が
可
能
と
な

る
待
望
の
中
野
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
完
成
し
、
９
月
11
日
に
供
用
開

始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
10
月
に
成
立
し
た
国
の
補

正
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
物
流
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
係
留
設
備
と
竹
内
南

地
区
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
地
盤
改
良

工
事
の
一
部
に
つ
い
て
、
整
備
費
用
が

盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

日
本
海
側
の
新
た
な
海
上
輸
送
ル
ー

ト
の
開
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
の

苫
小
牧
・
敦
賀
間
を
定
期
運
航
す
る
Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
を
境
さ
か
い
こ
う港

ま
で
延
伸
し
た
ト
ラ

イ
ア
ル
輸
送
に
続
き
、
今
月
５
日
に
は
、

東
京
・
博
多
間
の
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
定
期
航

路
を
延
伸
し
た
ト
ラ
イ
ア
ル
輸
送
の
実

施
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地

籍

調

査

事

業

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

福
定
町
と
竹
内
町
の
市
道
外
浜
線
か
ら

東
側
の
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
現

地
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
年
内
に
は
概

ね
境
界
の
確
認
を
完
了
す
る
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
幸
神

町
全
域
と
新
屋
町
の
一
部
の
調
査
結
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
測
量
結
果
の
図
面

や
面
積
を
確
認
い
た
だ
く
閲
覧
を
１
月

に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道

路

等

の

整

備

　

生
活
関
連
道
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
舗
装
修
繕
や
側
溝
改
修
の
予
定

箇
所
11
路
線
の
う
ち
６
路
線
が
完
了
し
、

４
路
線
に
つ
い
て
工
事
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

残
る
１
路
線
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今

月
中
に
発
注
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
済
生
会
病
院
北
側
の
米
川
に

架
か
る
済
生
橋
の
修
繕
工
事
や
、
通
学

路
の
安
全
対
策
と
し
て
実
施
す
る
中
浜

小
学
校
周
辺
道
路
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
３

路
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
１
月
の
現
地

着
手
に
向
け
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
工
事
も
本

年
度
中
の
完
了
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

公

共

下

水

道

の

整

備

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
渡
中
継
ポ
ン
プ
場
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
、
県
道
米
子
境
港
線
沿
線
の
渡
３

号
汚
水
幹
線
な
ど
の
整
備
に
着
工
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
町
の
東
側
、
西
森
岡
の
南

側
、
米
川
町
の
西
側
な
ど
に
お
い
て
、

汚
水
枝
線
の
面
整
備
を
進
め
て
お
り
、

本
年
度
末
の
人
口
普
及
率
は
約
70
％
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

10
月
21
日
に
発
生
し
た
鳥
取
県
中
部

を
震
源
と
す
る
地
震
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
で
は
、
震
度
４
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
県
中
部
の
市
お

よ
び
町
に
対
し
ま
し
て
は
、
要
請
に
基

づ
き
、
保
健
業
務
、
建
築
物
応
急
危
険

度
判
定
業
務
、
避
難
所
運
営
業
務
な
ど

に
職
員
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
ア
ル

フ
ァ
化
米
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
物

資
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

公

共

下

水

道

の

整

備

地

籍

調

査

事

業

道

路

等

の

整

備

防

災

対

策
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原
子
力
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
月
14
日
に
、
災
害
対
策
本
部
運
営
訓

練
に
お
い
て
、
国
と
鳥
取
・
島
根
両
県

お
よ
び
６
市
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
を
行

い
、
情
報
共
有
や
指
示
伝
達
の
訓
練
を

実
施
し
た
ほ
か
、
11
月
19
日
に
は
、
市

内
全
地
区
か
ら
、
１
４
０
人
の
市
民
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
今
回
初
め
て
緊
急

速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
市
内
全
域
に
テ

ス
ト
配
信
し
、
携
帯
電
話
等
を
お
持
ち

の
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
、
災
害
時
の

情
報
伝
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
受
信
体

験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
訓
練
に

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
災
害
時
に
実

際
使
用
す
る
江
府
町
の
避
難
退
域
時

検
査
会
場
で
被
ば
く
検
査
を
し
た
の
ち
、

原
子
力
防
災
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
訓
練
で
の
課
題
を
検
証
し
、

避
難
計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

美
保
基
地
へ
の
空
中
給
油

・

輸

送

機

の

配

備

　

９
月
８
日
、
中
国
四
国
防
衛
局
か
ら

鳥
取
県
に
対
し
、
平
成
32
年
度
以
降
、

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
に
空
中
給
油
・

輸
送
機
を
配
備
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
事
前
協
議
の
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
本
市
で
は
、
９
月
下

旬
に
市
議
会
や
地
元
中
浜
地
区
を
は
じ

め
関
係
者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
さ

ら
に
10
月
22
日
に
実
施
さ
れ
た
デ
モ
フ

ラ
イ
ト
の
騒
音
測
定
結
果
等
を
踏
ま
え

た
全
市
民
対
象
の
住
民
説
明
会
を
、
11

月
18
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

環

境

施

策

　

４
月
か
ら
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
本
市
の
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
順
調
に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
モ
デ
ル
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
使
用
済
み
紙
お
む

つ
の
分
別
収
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
も
協
力
い
た

だ
き
収
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
小
型
電
子
機
器
に

つ
き
ま
し
て
も
、
４
月
か
ら
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
無
料
で
引
き
取

り
を
始
め
た
こ
と
や
、
指
定
さ
れ
て
い

る
全
品
目
を
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
度
と
比
較
し
、

約
６
倍
の
回
収
量
と
な
っ
て
お
り
、
資

源
化
も
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
家
庭
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
対
す

る
支
援
の
上
限
を
引
き
上
げ
た
こ
と
か

ら
、
申
請
件
数
が
大
き
く
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

学

校

教

育

の

充

実

　

中
学
生
の
国
際
理
解
教
育
推
進
事
業

と
し
て
、
８
月
に
市
内
の
中
学
生
９
人

が
根
室
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
根
室
市

で
は
、
我
が
国
と
ロ
シ
ア
と
の
歴
史
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
地
元
を
は
じ
め
富
山

県
や
和
歌
山
県
か
ら
参
加
の
中
学
生
と

の
交
流
会
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
に
触
れ
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
よ
り

良
い
国
際
交
流
に
つ
い
て
の
見
識
が
深

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
特
色
を
生
か
し
た
、
英
語
教

育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
か

ら
毎
月
１
回
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象

に
し
た
英
語
土
曜
学
習
「
境
港
う
き
う

き
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
を
島
根
大
学
の

留
学
生
や
大
学
生
を
講
師
と
し
て
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
で
は
、
新
た
に
外
国

語
指
導
助
手
を
１
人
配
置
し
、
意
欲
的

に
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

境
港
市
校
区
審
議
会
に
お
い
て
ご
審

議
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、「
将
来

の
児
童
生
徒
数
減
少
に
対
応
し
た
小
中

学
校
の
編
成
の
方
向
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
小
中
一
貫
校
を
開
設
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」、
ま
た
、「
今
後
の
学
校

の
編
成
の
方
向
に
照
ら
し
た
誠
道
小
学

校
の
在
り
方
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
継

続
し
て
審
議
を
行
う
」
と
の
中
間
答
申

が
９
月
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
来
年
度
に
最
終
答
申
を
示
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

公
民
館
の
耐
震
改
修
に
つ
き
ま
し
て

は
、
余
子
公
民
館
の
工
事
が
終
わ
り
、

年
内
に
は
、
上
道
公
民
館
の
工
事
も
完

了
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
体
育
館
耐
震
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
来
年
４
月
の
使
用
再
開

に
向
け
て
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

　

仮
称
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
15
日
に
基
本

設
計
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
第
２
次
審
査

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
公
開
で
行

い
、
選
定
さ
れ
た
設
計
者
と
業
務
委
託

契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

防
災
機
能
を
備
え
た
文
化
芸
術
の
拠
点

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
な
る
よ
う

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
基
本
設

計
を
取
り
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

本
年
度
新
た
に
開
設
し
た
境
港
版
ネ

ウ
ボ
ラ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
妊
産
婦
の
人
に
対
し
、
専
門

の
職
員
が
個
別
面
談
、
電
話
、
訪
問
等

を
行
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
あ
わ
せ
た
、
よ
り
丁
寧
で
適
切
な
相

談
支
援
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
、
産
後
・
１
カ
月
健
診
の
無
料
化
、

満
１
歳
に
な
る
ま
で
の
お
む
つ
代
の
助

成
な
ど
に
つ
い
て
も
、
順
調
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

　

10
月
１
日
か
ら
市
直
営
に
よ
る
境
港

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
が
、
市
報
掲
載
や

関
係
団
体
へ
の
連
絡
、
訪
問
等
の
広
報

活
動
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
関
わ
る
相
談
窓
口
を
一
元

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
迅
速
か
つ

統
一
的
な
対
応
や
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

可
能
と
な
り
、
関
係
団
体
と
の
連
携
も

緊
密
に
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

先
の
鳥
取
県
中
部
地
震
発
生
の
際
に

は
、
独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認
な
ど
速

や
か
な
対
応
と
状
況
把
握
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
経
済
対
策
】

　

経
済
対
策
と
し
て
の
国
の
２
次
補
正

予
算
を
活
用
し
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
事
業
や
、
平
成
29
年
度
に
予
定

し
て
い
ま
し
た
公
共
施
設
等
の
整
備
や

改
修
な
ど
を
一
部
前
倒
し
し
て
取
り
組

む
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

低
所
得
者
へ
の
臨
時
福
祉
給
付
金
と

し
て
、
一
人
当
た
り
１
万
５
千
円
を
給

付
す
る
た
め
の
経
費
１
億
２
９
４
７
万

円
余
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
工
事
費
４
億
２
８
０
０
万

円
、
小
中
学
校
体
育
館
の
屋
根
防
水
お

よ
び
外
壁
改
修
費
等
８
６
２
１
万
円

余
な
ど
、
合
わ
せ
て
６
事
業
・
総
額

６
億
５
０
６
９
万
円
余
を
増
額
。

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の

締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社

か
ら
の
土
地
購
入
費
３
８
７
９
万
円
余
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
増
加
に
伴
う
、

環

境

施

策

学

校

教

育

の

充

実

社

会

教

育
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寄
附
を
頂
い
た
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
費

用
等
７
４
７
０
万
円
余
、
魚
と
鬼
太
郎

の
ま
ち
境
港
ふ
る
さ
と
基
金
へ
の
積
立

金
１
億
２
２
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

防
犯
対
策
等
を
行
う
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
へ
の
補
助
金
７
０
０
万
円
余
、

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
前
年
度
負
担
金
の
確
定
に
伴
う
、
追

加
負
担
金
５
５
５
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

申
請
件
数
の
増
加
に
伴
う
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
金

５
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
を
図
る
た

め
の
土
地
改
良
を
行
う
鳥
取
県
農
業

農
村
担
い
手
育
成
機
構
へ
の
補
助
金

９
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
商
工
費
】

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
公
式
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
増
刷
経
費
２
７
０
万
円
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
撤
去
す
る
建
物
所
有

者
に
対
す
る
補
助
金
４
６
６
万
円
余
、

道
路
修
繕
箇
所
の
増
加
に
伴
う
工
事
費

４
８
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
消
防
費
】

　

日
本
消
防
協
会
か
ら
配
備
を
受
け
る

防
災
活
動
車
両
の
登
録
に
係
る
経
費
等

33
万
円
余
を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

小
学
校
の
遊
具
を
更
新
す
る
経
費
等

２
６
５
万
円
余
、
弓
道
場
の
矢
除
け
板

の
改
修
工
事
費
１
９
６
万
円
余
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
人
件
費
】

　

人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与
改
定
や

共
済
年
金
に
係
る
追
加
費
用
の
負
担
率

改
正
な
ど
に
よ
る
人
件
費
、
合
わ
せ
て

３
６
２
万
円
余
を
減
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
主
な
財
源
と
し
て
、

繰
越
金
お
よ
び
地
方
交
付
税
、
基
金
繰

入
金
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
億
４
７
４
６
万
８
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
６
９
億
５
４
１
９
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ

る
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
な
ど
６

事
業
に
つ
い
て
設
定
し
、
翌
年
度
に
予

算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

平
成
29
年
度
に
更
新
業
務
を
行
う
、

図
書
館
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
本

年
度
中
に
契
約
を
締
結
し
、
シ
ス
テ
ム

構
築
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
た
、

市
民
会
館
や
文
化
ホ
ー
ル
な
ど
の
文
化

施
設
の
管
理
委
託
に
つ
い
て
も
本
年
度

中
に
指
定
管
理
者
と
協
定
を
締
結
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加
し

ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正

予
算

　

介
護
納
付
金
の
確
定
に
伴
う
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ
の
追
加
納

付
金
１
１
７
３
万
８
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
46
億
５
９
１
８
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

国
の
２
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、
整

備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
費
の

組
み
替
え
を
行
う
も
の
で
、
汚
水
幹
線

整
備
費
２
億
９
０
０
万
円
な
ど
を
増
額

す
る
一
方
、
下
水
道
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
に
お
け
る
、
工
事
内
容
の
見
直
し
に

伴
い
、
１
億
４
２
８
０
万
円
を
減
額
。

　

ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
給
与

改
定
や
共
済
年
金
に
係
る
追
加
費
用
の

負
担
率
改
正
な
ど
に
よ
る
人
件
費
、
合

わ
せ
て
１
３
８
万
円
余
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
０
７
８
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
31
億
８
１
１
５
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

併
せ
て
工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
年

度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
下

水
道
管か
ん

渠き
ょ

事
業
な
ど
４
事
業
に
つ
い
て
、

繰
越
明
許
費
を
設
定
し
、
翌
年
度
に
予

算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

向
け
た
実
態
調
査
等
の
実
施
経
費

３
０
９
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
37
億
５
６
８
万
６
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
境
港
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
の
勤
勉
手
当
、
給
料
月
額
お
よ

び
扶
養
手
当
、
な
ら
び
に
特
別
職
等
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
人
事
院
勧
告
に
準

じ
た
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
退
職
手
当
の
規

定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

■
境
港
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

当
該
条
例
中
の
職
員
の
再
任
用
に
係

る
規
定
は
、
境
港
市
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　

公
共
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
新
た

に
温
泉
汚
水
に
係
る
料
金
を
設
定
。

■
境
港
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

受
益
者
負
担
金
の
負
担
区
と
し
て
、

新
た
に
第
７
負
担
区
を
定
め
、
そ
の
負

担
金
額
を
設
定
。

■
境
港
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩
時

間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

職
員
の
介
護
休
暇
に
つ
い
て
分
割
取

得
を
可
能
と
す
る
な
ど
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
境
港
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

育
児
休
業
等
に
係
る
子
の
範
囲
を
拡

大
す
る
ほ
か
、
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

業
の
取
得
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

■
本
市
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
新
た

な
境
港
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
基

本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
境
港
市
民
会
館
、
境
港
市
文
化
ホ
ー

ル
お
よ
び
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
一
般
財
団
法
人
境
港

市
文
化
振
興
財
団
を
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
監
査
委
員
に
松
本
正ま

さ

と

み福
さ
ん
を
選
任

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

渡
邉
俊と

し

ひ

ろ裕
さ
ん
を
選
任

委

員

会

提

出

議

案

■
問
題
行
動
等
に
総
合
的
・
長
期
的
に

対
応
す
る
仕
組
み
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

議

員

提

出

議

案

■
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加

入
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に
強
い

防
災
拠
点
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

■
安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域
経
済

を
構
築
す
る
た
め
の
地
方
財
政
措
置
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

陳
情
等
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
鳥
取
県
西
部
地
区
に
問
題
行
動
等
に

　

総
合
的
・
長
期
的
に
対
応
す
る
仕
組

　

み
の
実
現
を
求
め
る
陳
情

１２月定例市議会報告
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《
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

安
心
・
安
全
を
守
る
会
》

【
団
体
紹
介
】

　

本
会
は
、「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」の
安
心
・

安
全
の
一
助
を
目
指
し
、ロ
ー
ド
を
中
心
に
、

北
側
の
海
岸
通
り
（
栄
町
）
と
南
側
の
住
宅

地
（
日
ノ
出
町
、（
東
）
京
町
、
京
町
、
大

正
町
）
な
ど
、
ロ
ー
ド
周
辺
を
毎
週
水
・
土

曜
日
の
２
日
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
境
港
市
や
境
港
警
察
署
の
行
事
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
昨
年
10
月

14
日
に
は
鳥
取
県
警
察
本
部
よ
り
「
防
犯
功

労
団
体
表
彰
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　
（
毎
週
水
・
土
曜
日
）　　
　

◇
境
港
市
や
境
港
警
察
署
主
催
の
地
元
の
防

　

犯
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
協
力
・
参
加

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

こ
の
会
の
会
員
は
、
本
町
自
治
会
、
本
町

ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
、西
本
町
自
治
会
、松
ヶ

枝
町
自
治
会
、
松
ヶ
枝
町
商
店
街
、
個
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

我
々
と
一
緒
に
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
・
観
光
客
な
ど
の

「
安
心
・
安
全
」
を
守
る
た
め
、
会
員
一
同

で
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
安
心
・
安
全
を
守

る
会 

事
務
局　
　
　
（
☎
42
‐
３
４
８
７
）

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

 ワタガラリースでクリスマスを
　伯州綿ワークショップを開催しました

　伯州綿連絡協議会が１２月３日（土）に伯州綿ファンク

ラブ向けイベント「伯州綿ワークショップ」を行いました。

　京都で環境学習活動に取り組んでいる「フィールドソサ

イエティー・法
ほう

然
ねん

院
いん

森のセンター」より、久山慶子さんを

講師に迎え、伯州綿のワタガラを使ったクリスマスリース

づくりを行いました。

　当日は天候にも恵まれ、親子連れを中心に２２人が参加

しました。伯州綿のワタガラや松ぼっくり、木の実などを

使い、思い思いのクリスマスリースづくりを楽しみました。

 本のある楽しいひとときを
　第１２回境港市読書活動推進大会を開催しました　

　市民図書館および市民会館周辺を会場として、境港市読書

まつりを１１月２７日（日）に開催しました。

　瀬戸内市立図書館長の嶋田学さんの講演会で始まり、会場

の各所では、絵本とわらべうたのコーナーや市内小・中学校、

高校の図書館活動の紹介、絵本の展示、読みメンによるお話

し会など、いろいろな催し・イベントが開催されました。

　来場者は、本とふれあい、ゆったりした気持ちで楽しいひ

とときを過ごしました。

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

市報さかいみなと　12



～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 子ども達を優しく見守る社会とは
　境港市人権ふれあいフェスティバルを開催しました

　人権についてより理解を深め、身近に感じていただくため、

毎年開催している境港市人権ふれあいフェスティバルを１２

月１１日（日）に文化ホールで開催しました。

　今年は「夜回り先生」で知られる水谷修さん（花園大学客

員教授）を講師に迎え、「今、子どもたちは…」と題して講

演していただました。この日訪れた約３４０人の来場者は、

実体験に基づく水谷さんの話に真剣に聴き入っていました。

また、講演会のほかにも、市内小・中学校の児童・生徒によ

る人権作品の展示や、バザーなども開催されました。

 世界３位 大部由美コーチが帰国
　サッカーＵ－２０女子Ｗ杯　銅メダルを胸に　

　１１月１３日（日）から１２月３日（土）にかけ、パプア

ニューギニアで開催された２０１６ ＦＩＦＡ Ｕ－２０女子

ワールドカップに、日本代表コーチとして参加した大部由美

さん（市教育委員会所属）が、市長に大会の報告を行いました。

　銅メダルおよびフェアプレー賞の獲得について、市長は

選手・スタッフの健闘をたたえ、「これらの経験をぜひ地域

に還元してほしい」と伝えるとともに、「このチームから

２０２０年東京五輪を担う選手が選出され、活躍されること

に期待したい」と話しました。

【
市
報
で
み
な
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

掲
載
を
ご
希
望
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
振
興
課
広
報
情
報
係
（
☎
47
‐
１
０
１
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
さ
か
い
み
な
と

ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
》

【
団
体
紹
介
】

　

国
民
文
化
祭
鳥
取
県
大
会
の
開
催
を
目
指

し
て
平
成
11
年
に
「
さ
か
い
み
な
と
室
内
楽

団
」
と
し
て
結
成
さ
れ
、
以
後
弦
楽
と
別
活

動
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
一
般
の
吹

奏
楽
団
で
す
。
団
員
は
10
歳
代
か
ら
60
歳
代

の
20
人
で
種
々
の
場
面
で
演
奏
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
地
区
敬
老
会
（
渡
６
月
・
余
子
９
月
）

◇
市
展
表
彰
式
（
７
月
）

◇
美
保
関
沖
事
件
追
悼
参
拝
式
（
８
月
）

◇
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
12
月
）

◇
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ
in
境
港
（
１
月
）

※
そ
の
ほ
か
の
活
動
は

　
　
　
「
み
な
〜
と
で
ブ
ロ
グ
」
で  

検
索

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

団
員
資
格
は
小
学
４
年
生
以
上
で
す
。
第

２
・
第
４
金
曜
日
の
午
後
７
時
30
分
よ
り
練

習
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
演

奏
し
て
楽
し
み
た
い
人
は
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
の
10
月
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

さ
か
い
み
な
と
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

団
長　

松
本
幸
永　
　
（
☎
45
‐
０
０
５
１
）
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情報あらかると

　

由
木
康
は
、
明
治
29
年
、
西
伯
郡
上
道

村
（
現
上
道
町
）
に
郷
土
史
家
・
足
立
正

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
生
後
間
も
な
く

同
じ
上
道
の
由
木
家
の
養
子
と
な
り
ま
し

た
。
養
父
・
由
木
虎
松
一
家
は
敬け
い

虔け
ん

な
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
超
教
派
の
キ
リ
ス
ト
教
日

本
伝
道
隊
が
創
設
さ
れ
る
と
そ
れ
に
参
加

し
、
日
本
各
地
で
伝
道
に
従
事
し
ま
し

た
。
康
も
父
母
に
従
っ
て
転
住
し
、
中
学

２
年
の
と
き
神
戸
自
由
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会

で
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
大
正
5
年
、
関

西
学
院
で
学
び
、
卒
業
後
牧
師
に
な
る
た

め
、
神
戸
聖
書
学
校
に
進
み
ま
し
た
。
そ

し
て
25
歳
の
若
さ
で
東
京
の
二
葉
独
立
教

会
（
現
東
中
野
教
会
）
に
赴
任
、
昭
和
46

年
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
聖
職
を
全
う

し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
讃
美
歌
の
訳
詞
活
動
も
行
い
、

生
涯
の
讃
美
歌
創
作
と
翻
訳
は
５
０
０
を

超
え
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
代
表
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
と
し
て
親
し
ま
れ
愛
唱

さ
れ
て
い
る
「
き
よ
し
こ
の
夜
」
で
、
康

の
訳
詞
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

日
本
で
最
初
の
統
一
的
な
「
讃
美
歌
」

は
、
明
治
36
年
に
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
歌
詞
の
改

訳
が
必
要
と
な
り
、
康
は
改
編
委
員
の
中

心
的
立
場
で
取
り
組
み
、
昭
和
6
年
改
編

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
文
化

の
流
入
や
国
語
表
記
法
の
変
更
な
ど
か
ら

再
び
讃
美
歌
の
改
定
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
康
は
任
命
さ
れ
た
15
人
の
委
員
の
長

と
な
り
、
前
回
改
編
分
か
ら
不
適
当
な
も

の
を
除
き
、
新
し
い
歌
を
編
入
、
外
国
の

讃
美
歌
も
調
査
し
、
歌
詞
の
翻
訳
と
創
作

に
も
あ
た
り
ま
し
た
。
完
成
は
昭
和
29
年

で
し
た
。

　

一
方
で
康
は
、
パ
ス
カ
ル
の
研
究
・
翻

訳
に
も
優
れ
た
業
績
を
残
し
ま
し
た
。「
人

間
は
一い

っ

莖け
い

の
葦あ

し

に
過
ぎ
な
い
。
自
然
の
中

で
最
も
弱
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ

は
思
念
す
る
葦
で
あ
る
。」
こ
の
有
名
な

言
葉
を
わ
が
国
に
初
め
て
紹
介
し
た
人
で

も
あ
り
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事　

川
端　

豊
）

（
参
考
）「
鳥
取
県
郷
土
が
誇
る
人
物
誌
」

「
賛
美
の
詩
と
音
楽
」「
境
港
市
史
」
他

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（
1010
））　　

　
　
　

　
　
　

    

〜〜
由由ゆ
う
ゆ
う

木木きき　　

康康こ
う
こ
う

〜〜

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　この時期は、降雪や凍結によるスリップ事故が起きる

かもしれないという気持ちで無理な運転はせず、雪道や

凍り付いた道では、急ハンドルや急ブレーキなど、“急”

のつく運転は危険ですので、次のことに気を付けて安全

運転を心がけてください。

○スタッドレスタイヤなどの雪道用タイヤを着けたうえ

　で、速度を十分落とし、車間距離を十分とって運転し

　ましょう。

○横滑りすることがあるので、ハンドルやブレーキの操

　作は特に慎重に、できるだけ車の通った跡を選んで走

　るようにしましょう。

○曲がり角やカーブに近づくときは、その手前の直線部

　分で十分スピードを落としましょう。高速のままハン

　ドルを切ったり、ハンドルを切りながらブレーキを掛

　けたりすると、横転や横滑りを起こしやすくなります。

○ハンドルは急ハンドルにならないよう緩やかに操作し

　ましょう。

○積雪のない道路でも、橋の上や日陰など山間部は、凍

　結していることがありますので、その手前で速度を十

　分に落としましょう。

○スリップによる立ち往生等に備え、スコップやタイヤ

　チェーン等を積んでおきましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

雪道の交通事故防止

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　避難が必要となった場合、市から避難指示が出ます。

落ち着いて行動してください。

　境港市の皆さんは、鳥取県東部へ避難することになっ

ています。避難ルートや避難支援ポイントなど、市ホー

ムページや市報平成２８年４月号に折り込んだ「鳥取県

原子力防災ハンドブック」をご参照ください。

10日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

原子力防災について②

◇避難が必要となったら

①正しい情報を入手する

　　段階的避難（渋滞回避のため発電所に近い区域から

　避難すること）や避難方法等の情報を確認する。

②肌の露出を避け、上着などを着用する

　　放射性物質が付着した場合、上着を脱ぐことで除染

　するため、カッパ・帽子などを着用する。

③マスクなどをして、内部被ばくを防ぐ

　　マスクやハンカチなどで口や鼻を覆い、放射性物質

　の吸い込みを防ぐ。

④マイカーやバスなどで避難する

　　マイカーのほか、一時集結所からのバスを利用する。

⑤車のエアコンは、内部循環にする

　　避難するときは窓を閉め、エアコンはオフにするか、

　放射性物質が入らないよう内部循環にする。

聖歌（青山学院大学

間島記念図書館所蔵）
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情報あらかると

　２０歳になった皆さん、成人おめでとうございます。

成人となったこれからは、未成年であった今までと違い

契約上の責任を負うこととなります。

　２０歳になった途端に消費者トラブルに巻き込まれる

危険性があるので注意が必要です。

《見知らぬ異性からの誘い》

　ＳＮＳで知り合った人から誘われて会ってみると、実

は商品の勧誘だったというトラブルが寄せられていま

す。商品代が高額で支払いが困難であると伝えても、恋

愛感情を抱かせるなどしてしつこく勧誘し、断りにくい

状況にします。

《キャッチセールス》

　街で「アンケート調査」などと言って呼び止め、店舗

などに連れて行き、長時間、強引にあるいは不安をあお

るなどして商品等を契約させます。

《マルチ商法・ネットワークビジネス》

　商品などを契約させて販売組織に誘い、加入者を増や

せば利益が得られることを強調します。ＳＮＳを利用し

て行う勧誘もあります。しかし、新たな加入者を勧誘す

ることは容易ではありません。また、新たな加入者が支

払う代金が自分の利益になることから友人を勧誘すれば

関係を壊してしまう恐れもあります。

【アドバイス】

○ 契約は口約束でも成立し、一度成立した契約は原則と

して一方的な理由でやめることはできません。契約

の際は冷静に考え、不要な時は断りましょう。

○万が一トラブルに遭ったら早めに相談しましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

新成人の皆さんへ

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

176消費生活相談室です消費生活相談室です

　皆さん、今年度の健診はもう受けられましたか？各

種健診は１月末で、がん検診は２月末で健診受診期間

が終了します。

　自分の健康状態を知ることが健康管理の第一歩です。

「調子が悪くなってから受ける」、「まだ元気だから」

と健診の必要性を感じていない人がいますが、元気な

うちに受けるのが健診です。

　仕事が忙しくて、平日に受診することが難しい人は、

１月２９日（日）の午前中に保健相談センターでがん

検診の集団検診を行います。肺がん検診と大腸がん検

診は受診が可能です。まだ受けていない人は予約不要

ですので、ぜひお越しください。

　特定健診、長寿健診は医療機関での受診になります。

受診券で受診可能な医療機関をご確認ください。受診

券を紛失した場合は再発行が可能ですのでご連絡くだ

さい。

　１年に１回は体の定期点検を行いましょう。

▼問い合わせ先

　健康推進課成人保健係

　（☎４７－１０４１、４７－１０４３）

保健師の
　ちょっと一言

受け忘れている健診はありませんか？

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 161

男女平等（ジェンダー・ギャップ）指数（２０１６） 
国別順位　日本１１１位

　昨年１０月２７日、（公財）世界経済フォーラムよ

り男女平等（ジェンダー・ギャップ）指数（２０１６）

が公表され、一昨年より１０位下がって１４４カ国中

１１１位となりました。評価の低い原因は、国会議員

の男女比や官民の高位職の女性比率など、経済や政治

分野において女性の進出が著しく遅れていることから

です。

　さまざまな分野で上に立つ人々には、不必要に性差

にとらわれず、一人一人が持っている能力を活かし、

働きやすい住みよい社会への啓発や理解を推進してい

くことが求められます。

　この指標は、経済・教育・政治・保健の４つの分野

の資料から作成され、０が完全不平等、１が完全平等

を意味しています。

男女平等（ジェンダー・ギャップ）指数（２０１６）
主要な国の順位
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鳥
取
県
中
部
地
震
で
被
災
し
た

住
宅
の
修
繕
を
支
援
し
ま
す

　

10
月
21
日
（
金
）
に
発
生
し
た
鳥

取
県
中
部
地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害

を
受
け
た
人
に
対
し
、
住
宅
の
修
繕

を
支
援
し
ま
す
。

▼
支
援
の
要
件

　

所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
３
親
等

以
内
の
親
族
が
居
住
す
る
住
宅

※
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

▼
支
援
額

※
損
害
の
割
合
に
応
じ
、
支
援
額
が

異
な
り
ま
す
。

※
10
％
以
上
の
損
害
が
生
じ
て
い
る

場
合
は
、
修
繕
費
と
し
て
30
万
円
を

限
度
に
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

①
税
務
課
で
り
災
証
明
書
の
交
付
申

　

請
を
行
う
。（
市
で
は
損
害
割
合

　

を
判
定
し
、
り
災
証
明
書
を
交
付

　

し
ま
す
。）

②
り
災
証
明
書
を
持
参
し
、
自
治
防

　

災
課
で
申
請
を
行
う
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
危
機
対
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
０)

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

基

本

設

計
（

案

）

【
市
民
説
明
会
】

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
や
基
本
設
計

（
案
）
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
20
日
（
金
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

【
第
２
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

　

第
２
回
目
の
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
27
日
（
金
）

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
０
）

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
、
車
庫
を
含
む
）
は
、
平
成

29
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
で
住
宅
に
す
る

な
ど
用
途
変
更
し
た
場
合
は
、
翌
年

度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更
し
た
場

合
、
住
宅
用
地
の
特
例
で
土
地
の
税

額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局
へ

の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
大
陸
か

ら
日
本
国
内
に
カ
モ
類
な
ど
の
渡
り

鳥
が
運
ん
で
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
渡
り
鳥
が
飛
来
す

る
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
愛
玩

用
の
鳥
類
飼
育
者
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
鳥
の
様
子
を
毎
日
観
察
す
る
。

◇
野
鳥
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に

　

次
の
こ
と
に
注
意
す
る
。

①
放
し
飼
い
は
せ
ず
鳥
小
屋
で
飼
う
。

②
鳥
小
屋
は
防
鳥
ネ
ッ
ト
で
覆
う
。

◇
鳥
小
屋
は
清
潔
に
し
て
、
定
期
的

　

に
消
毒
す
る
。

◇
餌
や
飲
み
水
は
毎
日
新
鮮
な
も
の

　

を
与
え
、
野
鳥
が
飛
来
す
る
河
川

　

や
池
の
水
を
与
え
な
い
。

◇
原
因
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
次
々

　

と
鳥
が
死
ん
で
し
ま
う
な
ど
の
異

　

常
が
見
ら
れ
た
ら
、
左
記
の
連
絡

　

先
ま
で
連
絡
す
る
。

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
鶏
卵
や
鶏

肉
を
食
べ
る
こ
と
で
人
が
感
染
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

◇
鳥
取
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
62
‐
０
１
４
０
）

◇
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
生
活
環

境
局
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
３
２
０
）

informationinformation
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

損害基準判定 支援額

４％超１０％未満 ５万円

３％超４％以下 ４万円

２％超３％以下 ３万円

１％超２％以下 ２万円

１％以下 １万円

市報さかいみなと　16



戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第　

回
特
別
弔
慰
金

　

左
記
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺

族
お
一
人
に
対
し
、
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
順　

番

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た　

　

人
②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　

兄
弟
姉
妹

④
右
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

　

３
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
な
ど
）

※
③
、
④
に
つ
い
て
は
要
件
あ
り

▼
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

▼
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

第
７
負
担
区
を
決
定 

　

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

の
境
港
第
７
負
担
区
の
区
域
と
単
位

負
担
金
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
境
港
市
下
水
道
料
金
等

審
議
会
（
委
員
15
人
）
に
よ
る
答
申

に
基
づ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

▼
区　

域

◇
渡
町
、
森
岡
町
（
西
森
岡
）
の
一

　

部

◇
外
江
町
（
市
道
外
港
外
江
線
の
南

　

側
）、
芝
町
（
県
道
米
子
境
港
線

　

の
南
側
）
の
一
部

◇
米
川
町
、
清
水
町
の
一
部

◇
竹
内
町
の
一
部

▼
単
位
負
担
金
額

　

１
㎡
あ
た
り
４
２
０
円
（
既
存
の

第
２
負
担
区
以
降
と
同
額
）

※
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

と
は
、
新
た
に
公
共
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
た
土
地
の
所
有
者

（
ま
た
は
管
理
者
）
に
対
し
て
、
土

地
の
面
積
と
単
位
負
担
金
額
に
応
じ
、

１
回
限
り
賦
課
す
る
負
担
金
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
普
及
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
８
）

特

定
（

産

業

別

）

最

低

賃

金

改

正

【
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金
】

　

昨
年
12
月
22
日
か
ら
時
間
額

７
６
４
円
に
改
正

【
鳥
取
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃
金
】

　

昨
年
12
月
17
日
か
ら
時
間
額

７
１
８
円
に
改
正

※
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
昨
年
10
月
12

日
か
ら
時
間
額
７
１
５
円
に
改
正

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

◇
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

10

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

　事業者は、法の定めにより毎年 1月 1 日現在で所

有する償却資産の申告が必要です。

▼申告対象者

　毎年１月１日現在、市内で事業を行っている法人

または個人のうち、事業用資産を所有している人が

対象です。

　また、以下の人も償却資産の申告が必要です。

◇工場、商店を経営している人

◇農業、漁業を営んでいる人

◇飲食店を経営している人

◇理容業、美容業、クリーニング業を営んでいる人

◇病院、診療所、薬局、施術所を経営している人

◇アパート、駐車場を経営している人

◇太陽光発電設備（事業用）を設置している人

▼提出するもの　償却資産申告書

※資産に異動がある場合、種類別明細書の提出が必

要です。

※前年中に資産の異動がない場合や、減価償却を終

えている場合、廃業・休業された場合も申告が必要

です。

▼提出期限　１月３１日（火）

※償却資産所有者を対象に申告内容の確認のために

実地調査を行う場合があります。調査の際には、ご

協力をお願いします。

▼提出・問い合わせ先

　　税務課固定資産税係（☎４７－１０１８）

　個人事業者は、マイナンバー法の定めにより、償却資産の
申告の際に所有者本人の個人番号確認と身元確認が必要とな
ります。申告書に併せて、下記書類（①または②）をご用意
ください。（郵送で提出の場合は、写しを同封してください。）

①個人番号カード（表面、裏面）

②通知カードおよび本人確認書類（運転免許証等）

※代理人が申告書を持参する場合は、委任状・所有者の個人
番号カードまたは通知カード・代理人自身の本人確認書類（所
有者の本人確認書類は不要）が必要となります。

17　平成２９年１月



入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
を
実
施
し
ま
す

  

納
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
税
の
滞
納
者
か
ら
差
押
え
た
不
動

産
に
つ
い
て
公
売
を
行
い
ま
す
。

▼
公
売
の
場
所

　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
公

売
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
上

※
掲
載
は
１
月
10
日
（
火
）
午
後
１

時
以
降

▼
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp
://k
o
u
b
a
i.a
u
c
tio
n
s.

y
ah
o
o
.co
.jp
/

▼
公
売
物
件

　

土
地
（
夕
日
ヶ
丘
・
宅
地
・
面
積

２
４
７
・
95
㎡
（
約
75
坪
））

※
そ
の
他
の
物
件
も
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法　

期
間
入
札

▼
公
売
参
加
申
込
期
間

　

１
月
10
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
23

日
（
月
）
午
後
11
時
ま
で

▼
入
札
期
間

　

１
月
30
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
２

月
６
日
（
月
）
午
後
１
時

▼
そ
の
他

　

滞
納
市
税
の
解
消
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お

済

み

で

す

か

　

事
故
や
災
害
に
あ
っ
た
時
、
社
員

を
守
れ
ま
す
か
。
労
働
保
険
に
入
っ

て
い
な
い
と
、
社
員
や
会
社
に
も
大

き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　

正
社
員
、
派
遣
、
パ
ー
ト
な
ど
の

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
１
人
で
も

雇
っ
た
ら
必
ず
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

社
員
を
支
え
、
会
社
を
守
る
こ
と

が
ト
ッ
プ
の
責
任
で
す
。
加
入
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
、

速
や
か
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
２
）

犯
罪
被
害
者
の
被
害

回
復
の
た
め
の
休
暇
制
度

　

犯
罪
に
よ
る
被
害
は
、
直
接
的
被

害
（
命
を
奪
わ
れ
る
、
け
が
を
す
る

等
）
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
シ
ョ
ッ

ク
や
体
の
不
調
、
経
済
的
困
窮
、
精

神
的
被
害
の
よ
う
な「
二
次
的
被
害
」

も
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
の
皆
さ
ん
が
仕
事
を

続
け
る
た
め
、
精
神
的
・
身
体
的
被

害
を
軽
減
・
回
復
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
休
暇
制

度
の
導
入
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
既
存
の
特
別
な
休
暇
制
度
を
活
用

②
必
要
な
休
暇
を
付
与
す
る
旨
の
通

　

知
③
犯
罪
被
害
者
等
休
暇
制
度
を
創
設

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
転
用
】

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

こ
と
を
農
地
転
用
と
い
い
ま
す
。
例

え
ば
、
畑
や
田
を
整
地
し
て
住
宅
な

ど
を
建
築
し
た
り
、
駐
車
場
に
す
る

こ
と
が
該
当
し
ま
す
。

　

農
地
転
用
す
る
場
合
、
農
地
法

に
基
づ
く
許
可
が
必
要
で
す
。（
市

街
化
区
域
の
場
合
、
届
出
が
必
要
。）

過
去
に
住
宅
な
ど
を
建
築
し
、
地
目

が
畑
等
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
場
合
、

農
業
委
員
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
、
届
出
の
受
付
は
、
農

業
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

種 別 土　木 建　築 土　木

工 事 名
渡２号汚水幹線
築造工事

渡公民館集会室
新築工事（建築）

済生橋外
修繕工事

入 札 日 11 月 18 日 11 月 22 日 11 月 29 日

予 定 価 格 115,567 千円 28,801 千円 22,924 千円

落 札 額 103,680 千円 27,540 千円 22,356 千円

落 札 率 89.7% 95.6% 97.5%

落 札 者
足立道路・境港土建
特定建設工事共同企業体

㈲松本組
境港支店

㈱箕矢組
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夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
和
菓
子
の
バ
イ
キ
ン
グ
『
和
菓
子
祭
』】

　

境
港
・
米
子
・
安
来
の
菓
子
店
が

集
ま
り
、
自
慢
の
和
菓
子
を
バ
イ
キ

ン
グ
形
式
で
ふ
る
ま
い
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
状
況
に
よ
り
、
入
場
制
限
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

◇
前
売
券
６
０
０
円

◇
当
日
券
８
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
１
０
０
円
（
当
日

払
い
）

※
前
売
券
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
ほ
か
、

参
加
菓
子
店
で
も
販
売
中
で
す
。

【
国
際
交
流
の
日

〜
韓
国
＆
ロ
シ
ア
を
楽
し
も
う
〜
】

▼
と　

き　

１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内

▼
料　

金

　

入
館
料
無
料
（
当
日
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

第
14
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
の
着
ぐ
る
み
た
ち
と
一
緒
に

パ
レ
ー
ド
し
て
、
リ
ヤ
カ
ー
い
っ
ぱ

い
の
カ
ニ
を
妖
怪
神
社
に
奉
納
し
ま

す
。
パ
レ
ー
ド
参
加
者
に
は
、
カ
ニ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

先
着
で
カ
ニ
料
理
の
ふ
る
ま
い
、

芸
能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
45
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
か
ら
妖
怪

神
社

▼
パ
レ
ー
ド
参
加
申
し
込
み

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で
当
日
の

午
前
10
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。（
先

着
３
０
０
人
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
（
水
産
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

夜
間
の
納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

１
月
31
日
（
火
）
２
月
28
日
（
火
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

１
月
11
日
（
水
）、２
月
８
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、
当
事
者
の
体
験
談
を
聴

き
、
共
感
し
、
自
分
自
身
の
生
活
を

振
り
返
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
人
は
、
事
前

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
25
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

▼
内　

容　

体
験
談
を
聴
こ
う

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
座

　

参
加
・
体
験
型
学
習
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

上
道
小
学
校
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

▼
テ
ー
マ

　

見
つ
け
よ
う
！
今
の
私
に
ち
ょ
う

ど
い
い
仕
事
と
生
活
の
ベ
ス
ト
バ
ラ

ン
ス

▼
講　

師　

中
江
美
紀
さ
ん
（（
公

社
）
鳥
取
県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
専

任
研
究
員
）

▼
参
加
費　

無
料
（
要
申
し
込
み
）

▼
定　

員　

30
人

※
託
児
あ
り
。
希
望
者
は
１
月
26
日

（
木
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

informationinformation

コミュニティ助成事業
　平成２８年度宝くじの社会貢献広報事業により、新屋町自治

会がトンドさん用の神輿の修理を行いました。

　この事業で整備した備品は、地域の活性化に役立っています。

　　　　

▼問い合わせ先　地域振興課企画係（☎４７－１０２４）

催催  

しし

‐
３
８
０
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第
23
回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ
in
境
港

　

市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
の
金

管
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
部
、
一
般
の
吹

奏
楽
団
が
楽
し
い
演
奏
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▼
と　

き　

１
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

上
道
小
学
校
講
堂

※
車
で
お
越
し
の
人
で
、
徒
歩
で
の

移
動
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
近
隣

に
若
干
の
駐
車
場
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
会
場
に
て
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
市
民
会
館

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
出　

演　

市
内
の
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
さ
か
い
み
な
と
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

▼
整
理
券
配
布
場
所

　

生
涯
学
習
課
、
市
民
会
館
、
各
公

民
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
内

の
小
・
中
学
校
お
よ
び
高
校

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

第
９
回
女
性
農
業
者
の
集
い

　

女
性
農
業
者
が
集
い
、
仲
間
づ
く

り
と
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対　

象　

女
性
農
業
者
等
、
活
動

の
趣
旨
に
理
解
・
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー　

第
４
、５
会
議
室

▼
内　

容

①
講　

演

◇
演　

題

　

よ
り
良
い
農
業
経
営
継
承
の
た
め

に
〜
相
続
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
〜

◇
講　

師

　

田
中
健
雄
さ
ん
（
田
中
事
務
所
司

法
書
士
）

②
事
例
紹
介「
農
作
業
便
利
グ
ッ
ズ
」

◇
発
表
者

　

森
本
理
恵
さ
ん
（
鳥
取
県
と
っ
と

り
農
業
戦
略
課
）

③
講　

義

◇
議　

題

　

農
作
業
に
よ
る
日
焼
け
や
肌
荒
れ

の
対
策
＆
お
肌
チ
ェ
ッ
ク

◇
講　

師

　

八
木
美
佐
子
さ
ん
（（
株
）
リ
フ

レ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

④
交
流
会
、肌
チ
ェ
ッ
ク
（
希
望
者
）

▼
参
加
費　

千
円（
交
流
会
参
加
者
）

▼
申
込
期
限　

１
月
10
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
農
業
者
の
集
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
鳥
取
県
西
部
農
業
改
良
普

及
所
内
）　　
（
☎
31
‐
９
６
９
０
）

市
民
農
園
利
用
者

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
農
業

に
親
し
ん
で
も
う
ら
た
め
、
市
内
３

カ
所
（
中
浜
・
竹
内
・
中
野
）
に
市

民
農
園
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
休
日
や
余
暇
を
利
用

し
て
、
収
穫
の
喜
び
を
実
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
新
規
利
用
者
（
１
世

帯
１
区
画
ま
で
）

▼
利
用
料
金
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

「
一
株
植
樹
」
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

一
株
植
樹
運
動
は
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
１
つ
で
、

記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化
な
ど

に
適
し
た
優
良
な
苗
木
を
格
安
で

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▼
種　

類　

と
っ
と
り
砂
丘
松
、
豊

後
ウ
メ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
ほ
か
全
30
種

※
花
の
色
な
ど
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

▼
価
格
（
１
株
）　

90
〜
８
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

商
工
農
政
課
窓
口
で
配
布
す
る
申

込
書
に
記
入
し
、
代
金
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
10
日
（
金
）

▼
配
布
日　

３
月
10
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

第
６
回
境
港
さ
か
な
の
達
人
検
定

　

境
港
の
さ
か
な
の
達
人
を
育
成
す

る
検
定
試
験
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
３
階
大
ホ
ー
ル

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
受
験
料　

千
円

▼
冊
子
（
境
の
さ
か
な
（
改
訂
版
））
代

　

千
円
（
送
料
別
途
３
０
０
円
）

▼
受
験
内
容　

◇
達
人
検
定
（
初
級
）

◇
ス
ー
パ
ー
達
人
検
定
（
上
級
）

▼
申
込
期
限　

２
月
１
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
６
６
６
８
）

中
海
自
然
再
生
協
議
会

公
募
委
員
（
第
６
期
）

　

自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
き
、
平

成
19
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
中
海
自

然
再
生
協
議
会
は
、
専
門
家
、
行
政

機
関
、
公
募
委
員
な
ど
で
組
織
さ
れ
、

そ
の
委
員
は
２
年
ご
と
に
改
選
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
が
平
成

29
年
３
月
31
日
で
満
了
す
る
こ
と
を

受
け
、
第
６
期
の
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
活
動
内
容

　

自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
中
海

自
然
再
生
事
業
の
実
施
状
況
の
確
認

と
討
議
、
助
言
や
提
言
の
実
施
な
ど

▼
任　

期

　

４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

▼
応
募
資
格

　

会
議
（
年
４
回
程
度
）
に
出
席
し
、

討
議
に
参
加
で
き
る
人
・
団
体

▼
報
酬
・
旅
費　

な
し

▼
募
集
期
間

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）

▼
応
募
方
法

　

電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま

た
は
郵
送
で
、
中
海
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
い
る
事
項
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
所
属
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
、
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
等
）
を
記
載
し
事
務
局
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
９
０
‐
０
０
６
４

　

島
根
県
松
江
市
天
神
町
１
１
４

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
再
生
セ
ン

タ
ー

　
（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
４
８
８
２
）

FAX 

０
８
５
２
‐
61
‐
０
９
０
０

Mail

in
fo
@
sizen

-saisei.o
rg

informationinformation

募募  

集集
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市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格

◇
一　

般

・
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

・
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◇
一
人
親
世
帯
等
優
先
・
高
齢
者
世

帯
等
優
先
（
高
齢
者
単
身
可
）

　

一
人
親
世
帯
等
の
人
お
よ
び
高
齢

者
世
帯
等
の
人
は
、
優
先
入
居
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
入
居
要
件

等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

１
月
４
日
（
水
）
〜
16
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

１
月
19
日
（
木
）

▼
入
居
可
能
日　

２
月
１
日
（
水
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 
月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教

室

参

加

者

▼
対　

象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
お
よ
び
勤
務
者

▼
と　

き　

２
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
だ
い
せ

ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場

▼
講　

師

◇
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

◇
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
イ
ン
ス

　

ト
ラ
ク
タ
ー

▼
受
講
料　

２
千
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

◇
ス
キ
ー　
　
　
　

10
人

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

５
人

▼
申
込
期
限　

２
月
３
日
（
金
）

▼
そ
の
他

◇
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
責
任

　

は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷

　

害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
雪
不
足
、
気
象
条
件
な
ど
で
中
止

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館

内
）　　
　
　
（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

大

会

参

加

者

　

市
民
総
合
体
育
大
会
（
ス
キ
ー
競

技
の
部
）
兼
境
港
市
民
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場
（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
部　

門

◇
ス
キ
ー
の
部

・
小
学
生
男
子

・
小
学
生
女
子

・
一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）

・
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

・
男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

・
女
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
お
よ
び
勤
務
者
、
市
ス

キ
ー
協
会
員

※
オ
ー
プ
ン
参
加
資
格
は
境
港
市
在

住
者
・
勤
務
者
以
外
も
認
め
る
。

▼
申
込
期
限

　

２
月
８
日
（
水
）
午
後
５
時
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館

内
）　　
　
　
（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

第
２
回
境
港
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン

大

会

出

場

者

▼
と　

き　

３
月
５
日
（
日
）

◇
開
会
式　

午
前
９
時
〜

◇
競
技
開
始
時
間

・
８
㎞　
　

午
前
９
時
40
分

・
３
㎞　
　

午
前
９
時
45
分

・
１
・
５
㎞　

午
前
９
時
50
分

◇
表
彰
式
・
閉
会
式

　

午
前
11
時
30
分
〜
（
予
定
）　　

 

▼
コ
ー
ス　

流
通
会
館
前
発
着

▼
部
門
・
距
離

◇
親
子
の
部
・
小
学
生
（
低
学
年
）

　

の
部　
　
　
　
　
　
　

１
・
５
㎞

◇
小
学
生
（
高
学
年
）
の
部
・
一
般

　

３
㎞
の
部
（
中
学
生
含
む
）
３
㎞

◇
一
般
８
㎞
の
部　
　
　
　
　

８
㎞

▼
申
し
込
み
方
法

　

往
復
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
別
途
、
参
加
費
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
０
０
３
３

　

境
港
市
上
道
町
２
１
１
８ 

㈲
ひ

ら
ま
つ
内

　

カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
４
‐
３
２
９
２
）

Mailkanikani-sakai@
sea.chukai.ne.jp

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.chukai.ne.jp/̃kanikani-

sakai/index.htm
l

《
お
詫
び
と
訂
正
》

　

市
報
12
月
号「
境
港
市
表
彰
式
典
」

記
事
内
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
２
ペ
ー
ジ
・
境
港
市
表
彰
式
典
記

事
内
の
表
彰
者
氏
名

【
正
】
豊
田　

隆
文
（
渡
町
）

【
誤
】
豊
田　

隆
史
（
渡
町
）

informationinformation

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 94-4）

外江団地

（外江町 3266-5）

種　別 一人親世帯等優先 一　般
高齢者世帯等優先

（高齢者単身可）
一　般

建設年度 昭和 50 年 昭和 50 年 昭和 52 年 昭和 59 年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・４階建

募集住戸 50A 棟 28 号（２階）50A 棟 30 号（３階）52A 棟 50 号（１階） 5号（３階）

間取り等
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）

３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）

３ＤＫ

６畳（２）、４．５畳

３ＤＫ

６畳（２）、４．５畳

家賃（円） 11,800 ～ 23,300 11,800 ～ 23,300 13,700 ～ 26,400 16,100 ～ 31,700

ホームページＵＲＬ
ＱＲコード
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聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

子育てひろば

きらきら・ひまわり情報
【０歳さんあつまれ～】

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　１月３１日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　

　月齢に応じたグループに分かれての交流（離乳食や

しつけ等についての情報共有など）

▼申込期限　１月２７日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

※各施設では親子で遊べるプレイルームを開放し、子

育てについての相談に応じるほか、下記の日程で親子

ふれあい遊びやおはなし会などを行っています。お気

軽にお出かけください。

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　第１～３火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

美哉幼稚園 びさい交流会

【わくわくクラブ 「体をつかってあそぼう」】

　寒さでちぢこまった体を思いっきり動かそう！

▼と　き　１月１９日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ
渡町 1424

（旧こまどり幼稚園内）
090-6832-0098

外江児童クラブ
外江町 2105

（外江小学校内）
090-5376-8610

境児童クラブ
湊町 27

（境小学校内）
090-9412-6543

上道児童クラブ
上道町 3026
（上道小学校クラブハウス内）

090-7509-3145

余子児童クラブ
竹内町 3117

（余子小学校内）
080-5615-2905

中浜児童クラブ
小篠津町 450

（しらぎく会館内）
090-7374-4020

誠道児童クラブ
誠道町 2062

（誠道小学校内）
090-5266-1645

夕日ヶ丘学童クラブ 夕日ヶ丘 1丁目 66 45-4433

放課後児童クラブ入会児童の募集

▼対　象

　平成２９年４月に小学校に在学している小学１年～３年生で、

就労等の理由により昼間家庭に父母等がいない児童

※外江、境、誠道児童クラブについては全学年が対象

▼受付期間　１月５日（木）～３１日（火）

※先着順ではありません。審査によって入会決定します。　　

※申請書は、学校教育課窓口および各児童クラブにあります。

　また、市ホームページからもダウンロードできます。

※現在入会している人も入会申請が必要です。

※応募者が多数の場合は、待機となる場合があります。

▼提出先　申請書類に記入し、入会を希望する児童クラブに提

出してください。

▼問い合わせ先　◇学校教育課学事係（☎４７－１０８５）

　　　　　　　　◇各児童クラブ（下表参照）

※夕日ヶ丘学童クラブ（民間）は、市の入会基準と異なりますので、直接
　お問い合わせください。
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内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 10：30 ～ 11：10 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 1 月 11 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 6 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 2 月 22 日（水） 平成 28 年 7 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 1 月 12 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 27 年 6 月生まれの幼児

 2 月 23 日（木） 平成 27 年 7 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 1 月 19 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 25 年 12 月生まれの幼児

 2 月 09 日（木） 平成 26 年 1 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 2 月 07 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

子ども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ

利用券を交付しています。１月の対象者は下記のと

おりです。申請がまだの人は、お早めに窓口までお

越しください。

※お子さんの誕生月が平成２８年２月、５月、８月

　の人は、１月３１日（火）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

※平成２８年６月、７月生まれのお子さんの場合、

　６カ月児健康診査の際でも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成２８年８月～１０月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成２８年５月～７月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成２８年２月～４月 出生月の９～１１カ月後

両　 親　 学　 級
▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

※妊婦さんお一人の参加もＯＫです。

※これからお孫さんを迎えられるおじいちゃん、おばあ

　ちゃんもどうぞご参加ください。（新しい家族を迎え

　る２人がどのような体験をするのかご覧ください。）

▼と　き　１月２９日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　　　　　※事前申し込みが必要

▼ところ　保健相談センター

▼内　容

◇体を動かして、快適な妊娠生活を送りましょう

　インストラクターと一緒に体を動かして気分転換を図

りましょう。

◇絵本の読み聞かせ

　生まれてくる子供に、お父さん・お母さんの声で絵本

を読んであげてください。

※楽な服装でお出かけください。

※託児あり。申し込みの時に併せてお知らせください。

▼申込期限　１月２７日（金）

▼申し込み・問い合せ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）
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清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの

お 知 ら せお 知 ら せお忘れなく！
市 県 民 税 4 期

国 民 健 康 保 険 税 ７ 期

後期高齢者医療保険料７期

介 護 保 険 料 ５ 期

の納期限は

１月３１日（火）
　　　　　　　　　　　　です
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
≪１月の対象日≫　１月９日（月・成人の日）
※月曜日の収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　　１月１５日（午前９時～正午）
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と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
橋本興

おき

家
いえ

版画展
　テーマ「白景色・花景色」
（～ 3月 27 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人 　400 円
小中高生 100 円

開催中
魚の絵コンテスト入賞作品・応
募作品展
（～ 1月 31 日（火））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人 　400 円
小中高生 100 円

1 月 7 日（土）

1月 21 日（土）

古典講座
「みんなで楽しく『万葉集』を読
もう」

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

1月 28 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,766 人（－ 18）
　　女　：18,076 人（－ 25）
　合　計：34,842 人（－ 43）
　世帯数：15,162 世帯（－ 14）

　※平成 28 年 11 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  1 月 12 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  1 月 13 日（金） 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
でも受け付けています

法 律 相 談
 1 月 6 日（金）
 1 月 20 日（金）

13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

こころの相談

カウンセリング
 1 月 30 日（月） 14：00 ～ 15：00

健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 1 月 19 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

25　平成２９年１月
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１

沼
ぬまた

田 蓮
れんと

人 ちゃん（H28.5.3 生） と

お母さんの 恵
けいこ

子 さん（福定町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

　　　大きくはばたけ！

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

宮
みやした

下 衣
い ち な

千菜 ちゃん（H28.5.30 生） と

お母さんの 真
ま な み

奈美 さん（花町）

　≪お子さんへのメッセージ≫ 

  　　 元気いっぱい育ってね

國
くにまさ

政 龍
りゅうひ

昇 ちゃん（H28.3.16 生） と

お母さんの 一
いつき

季 さん（湊町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

     　元気に育ってね！

市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

□材料（４人前）
○ウマヅラハギ（大） 　２尾

○ウマヅラハギのキモ   ２尾分

○塩　　　　　　　      少々

○酒　　　　　　　      少々

○わさび　　　　　      適量

○醤油　　　　　　      適量

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）
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　境漁港には実にバラエティー豊かな魚たちが、四季を通

じて水揚げされます。

　カワハギの仲間であるウマヅラハギ

（市場名：デンボ）は、名前のとおり、

馬のような長い顔をしています。

　旬は秋から冬で、この時期にはキモ

に脂がのって大きく膨らみ、色は白く、

甘くとろけるようです。身は白身、淡泊で透明感があり、

鮮度が良ければ薄造り、鍋、煮付けなどでも大変美味しい

魚です。

　今回は、キモと白身の旨さが引き立つ、逸品料理をご紹

介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ ウマヅラハギの刺身（キモあえ）

□作り方
① 　角を料理バサミで切り落とし、包丁で口を切り落と

す。

② 　口の切り口から手で皮をはがす。

③ 　頭のつけ根に包丁を入れ（背骨を切る）、折り曲げる

ようにして頭と胴をはなす。

④ 　キモを傷つけないように指でかき出す。

⑤ 　３枚におろし、腹骨、中骨を取り薄皮を取りのぞい

た身を、５ミリ程度の厚さの細切りにする。

⑥ 　キモは洗って水気をふき、まな板の上でたたいてな

めらかにし、塩と酒を少々ふりかける。

⑦ 　⑤のウマヅラハギの身に酒と塩を少々ふりかけ、⑥

と混ぜ合わせる。

⑧ 　わさび醤油でいただきます。

１月１５日（日）はカニ感謝祭

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん


